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議員12人が一般質問

道又秀悦議員

漁協経営

漁
業
に
明
る
い
政
策
を

豊
漁
願
い
つ
つ
支
援
す
る

学校経営

魅
力
あ
る
学
校
を
目
指
せ

目
標
達
成
に
努
力
し
た
い

質
問

サ
ケ
・
カ
キ
・
ホ
タ

テ
な
ど
主
要
生
産
物
の
低
迷
で

本
町
の
水
産
業
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

水
産
業
は
歴
史
的
に
も
基
幹

産
業
と
し
て
町
民
の
精
神
的
な

主
柱
と
な
っ
て
お
り
、
水
産
業

の
振
興
が
二
十
一
世
紀
に
町
が

生
き
残
る
た
め
の
最
緊
急
課
題

だ
と
思
わ
れ
る
。

漁
協
の
経
営
安
定
化
の
た
め

に
現
在
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
い
る
の
か
。

沼
崎
町
長

漁
協
経
営
は
景

気
低
迷
と
魚
価
安
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
経
営
基
盤
が
弱
体
化

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

現
在
、
第
七
次
町
総
合
発
展

計
画
に
よ
る
漁
協
の
経
営
改
善

支
援
の
た
め
、
四
漁
協
に
漁
協

経
営
強
化
総
合
対
策
事
業
利
子

補
給
、
漁
協
組
織
緊
急
再
編
対

策
事
業
利
子
補
給
及
び
漁
協
信

用
事
業
統
合
促
進
資
金
貸
付
金

利
子
補
給
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
漁
協
経
営
基
盤
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
漁
業
団
体
の

統
合
促
進
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
る
。

本
年
七
月
十
六
日
に
山
田
地

区
漁
業
協
同
組
合
合
併
研
究
会

が
設
立
さ
れ
た
。
研
究
会
で
は
、

漁
協
参
事
や
県
漁
連
担
当
者
な

ど
に
よ
る
事
務
局
員
会
議
を
月

二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
き
、
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
検
討
資

料
を
基
に
研
究
会
で
討
議
し
、

最
終
的
に
各
漁
協
が
組
合
員
に

諮
り
結
論
を
出
す
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
と
も
研
究
会
の

事
務
局
と
し
て
支
援
し
て
い

く
。

質
問

山
田
中
学
校
改
築
工

事
も
終
わ
り
、
町
の
教
育
環
境

整
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
と

思
う
。
今
後
は
、
特
色
あ
る
学

校
教
育
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
の

あ
る
山
田
町
の
学
校
で
勉
強
し

た
い
と
い
う
子
供
達
が
他
市
町

村
か
ら
た
く
さ
ん
出
て
く
る
よ

う
な
、
魅
力
あ
る
学
校
経
営
を

望
む
が
見
解
を
問
う
。

松
尾
教
育
長

平
成
十
四
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
た
教
育
課
程

の
ね
ら
い
は
、
各
学
校
が
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
、
魅
力
あ

る
学
校
経
営
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
各
学
校
と
も

創
意
工
夫
し
た
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
実
施
や
「
確
か

な
学
力
」
を
つ
け
る
た
め
の
取

り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
成
果
の
一
端
を
、
今
年

度
、
豊
間
根
小
学
校
、
山
田
中

学
校
が
学
校
公
開
と
し
て
発
表

し
、
宮
古
管
内
の
教
職
員
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
と
も
魅
力
あ
る
学

校
経
営
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
く
。

町の経済再生のため、水産業の振興
は重要な課題です（大沢の養殖漁家）
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観光行政

資
源
を
大
い
に
生
か
せ

現
状
維
持
で
進
め
て
い
く

山崎幸男議員

行政改革

行
政
改
革
は
大
胆
に

16
年
３
月
ま
で
に
発
表
を

質
問

国
、
県
は
危
機
的
な

財
政
事
情
の
中
、
大
胆
な
行
財

政
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
し
、
本
町
も
町
税
の
減
収
、

交
付
税
の
減
額
、
補
助
金
の
削

減
な
ど
、
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
る
。

以
前
、
六
億
あ
っ
た
財
政
調

整
基
金
が
、
現
在
三
億
に
減
少

し
て
お
り
、
今
後
数
年
間
こ
の

よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、
再
建

団
体
に
な
り
か
ね
な
い
非
常
に

危
機
的
財
政
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
、
次
の
こ
と
を
問
う
。

①
自
主
財
源
の
確
保
策
と
中
・

長
期
的
な
財
政
の
健
全
化
策

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

②
財
政
が
厳
し
い
時
代
の
本
町

の
行
財
政
改
革
と
、
町
の
進

む
べ
き
姿
と
方
向
性
を
示
せ
。

③
財
政
難
か
ら
、
四
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び
総
合
発
展
計

画
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

①
自
主
財
源
の
確
保
策
は
、
平

成
十
三
年
度
策
定
の
「
山
田

町
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
町
税
な
ど
の
収
納
率
向

上
を
図
り
、
使
用
料
・
手
数

料
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
健
全
化
策
は
、
行
革

推
進
本
部
会
議
を
核
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
い
る
。

②
新
年
度
予
算
確
定
後
、
早
い

時
期
に
地
域
懇
談
会
な
ど
で

説
明
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

③
一
点
目
と
重
な
る
が
、
現
在

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

本
町
の
観
光
客
数
が

減
少
し
て
い
る
。
観
光
は
全
て

の
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
大
き

く
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
文
化

の
再
発
見
、
地
域
の
魅
力
と
活

性
化
、
情
報
の
収
集
な
ど
、
地

域
の
総
合
力
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
を
問
う
。

①
田
の
浜
「
し
も
か
わ
公
園
」

を
、
釣
堀
公
園
（
年
中
）
と

兼
用
し
て
は
ど
う
か
。

②
荒
神
海
水
浴
場
付
近
に
百
台

ぐ
ら
い
の
駐
車
場
と
旧
タ
ブ

の
木
荘
へ
の
農
道
を
拡
幅
し
、

観
光
道
路
に
し
て
は
ど
う
か
。

③
山
田
秋
祭
り
に
加
え
て
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
普
及
を

図
り
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
育
て
る
考
え
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

①
「
し
も
か
わ
公
園
」
は
、
親

水
公
園
で
あ
り
、
地
元
の
住

民
や
子
供
た
ち
の
利
用
を
優

先
的
に
考
え
た
い
。

②
新
た
に
駐
車
場
を
設
置
す
る

こ
と
や
、
道
路
を
拡
幅
整
備

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
町
と
し
て
は
、
伝
統
あ
る
み

こ
し
の
海
上
渡
御
や
郷
土
芸

能
な
ど
を
、
引
き
続
き
県
内

外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

伝統あるみこしの海上
渡御（大杉神社例大祭）

厳しい財政状況の中、町政の方向性が気になります（町役場）


